【５　園具及び教具】

	区分
	基準（国基準による。）
	特例
	申請の内容（認可の基準に対する対応を具体的に記載すること）
	適否

	園具及び教具
	（園具及び教具）

【第８条第１項】

幼保連携型認定こども園には、学級数及び園児数に応じ、教育上及び保育上、保健衛生上並びに安全上必要な種類及び数の園具及び教具を備えなければならない。

【第８条第２項】

　前項の園具及び教具は、常に改善し、補充しなければならない。
	特例あり（詳細は下記を参照）
	【園具及び教具の配備の考え方】
本園は、学級数３、満３歳以上の利用定員60人、満３歳未満の利用定員15人であり、当該級数及び園児数に応じた園具及び教具を配備している。
【園具の種類及び数】
様式第５号（第２条関係）園具及び教具の明細書のとおり。
【教具の種類及び数】
様式第５号（第２条関係）園具及び教具の明細書のとおり。
	


	基準（国基準による。）
	申請の内容
	適否

	【園舎及び園庭、園舎に備えるべき設備の特例】
【附則第２条第２項】

みなし幼保連携型認定こども園（一部改正法附則第３条第１項の規定により法第17条第１項の設置の認可があったものとみなされた旧幼保連携型認定こども園（一部改正法による改正前の法第７条第１項に規定する認定こども園である同法第３条第３項に規定する幼保連携施設（幼稚園及び保育所で構成されるものに限る。）をいう。）をいう。）の園具及び教具については、当分の間、なお従前の例によることができる。
	【特例の適用】

該当するものを○で囲むこと。
　　　適用する　　・　　適用しない
※　この特例は、公立施設については適用されないので留意すること。
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